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小
児
マ

申

込

み

は

お

日
ま
で

山
長
に
大
村
純
毅
氏
か
三
選

rU 
主主主

峨

十
二
月
八
U
行
弘
わ
れ
ま
し
た
足
も
よ
く
、
市
長
選
挙
の
投
票
率
一
当
選
し
ま
し
た
。

大
村
山
長
選
挙
お
よ
び
市
議
会
議
は
前
凶
の
七
六

・
凶
%
に
は
達
し

一

投
票
率
な
ど
は
つ
ぎ
の
と
お
り

員
補
欠
選
挙
は
午
前
七
時
か
ら
午
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
七
五

・
四
七

一で
す。

後
六
時
ま
で
市
内
十
七
の
投
某
所

・
%

の

成

績

で

し

た

。

一

【
市
長
選
挙
〕

で
投
票
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

一ま
た
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
七

一
当
日
有
権
者
数
三
二
、
四
O

乙
の
日
は
捌
か
ら
曇
り
が
ち
の
寒
町五

・
四
五

%

で

し

た

。

一

四

人

(

男

一

五

、
七
九
一
女

空
で
し
た
が
、
鹿
近
く
か
ら
d
空
開
票
は
午
後
八
時
か
ら
中
央
公
民
一

一六、

六
一
一
ニ
)

と
な
り
、
わ
り
合
い
暖
く
な
り
、
一舘
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
一

投
票
者
数
二
四
、
四
五
六
人

わ
た
し
た
ち
の
も
っ
と
も
身
近
か
一
結
果
、
市
長
に
は
大
村
純
毅
氏
が
一
(
男
一
二
、
二
二
三
女
一

な
首
長
と
選
良
を
選
ぶ
た
め
、
出
一
市
議
会
議
民
に
は
細
川
消

春

氏

が

二

、
二
三
三
)

。νaE
'A吋
ψ
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圃

'
ゆ
叶
φ
畠
.
，
作
朴
叫
且
圃
'
AVVhr

叶
叶

公
選
鈎
丘
代
凶
の
大
村
市
長
と
し
て
、

一二
遇
さ
れ
た
大
村
純
毅

氏
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
新
市
長
と
し
て
の
抱
負
を
初
り
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
製
討
し
ま
し
た
。

〆州
市
長
就
任
の
抱
負

は

細

川

清

春

氏

て接す必定防寄生途
感酔る要伝法防省を小
受をとな染 に止でた児
性 制 と い 病よのはどマ
者肢にろ と るた 、 つ ヒ
対化な い 向指めとでは
策 す り ろ 様定 、の dδ 近
をる 、な、を昨発りと
強乙さ防伝行年生まる
化 とら股染 な伝にす上回
すにに措 |泊い染ょが加
る よ 予歯 止、 病る 、の
とつ |坊 を に法 予 被 j享 ー

の 昭 ム ムく れ
出 利 日日該第第実だな
庄三和当二一昨さく
兇 十 三 者 凶間期い接

五十 11 11 問。極
年四 日目fI臼( す
プミ勾三 平日手口 ヲユ る
月七 三三広 よ
三 月 ・ 十十) う
十一六六 甲
日日年年 込
まか二一 ん
でら月月 で

投
票
率

七
五

・
四
七
%

〔
市
議
補
欠
選
挙
〕

当
日
有
権
者
数
三
二
、
四
O

四
人
(
市
長
選
挙
に
同
じ
)

投
票
者
数
二
問
、
四
凶
八
人

(男
一
二
、
二一

七
女
一

二

一一一一一一

)

投
票
率

七
五
・
四
五
%

(
庶
務
課
)

(①
右
期
間
の
山
坐
児
で
昭
和

三
十
五
年
七
月
釦
二
回
目
を
終

了
し
た
も
の
は
第
三
回
目
の
接

種
を
行
な
い
ま
す
。

と
も
に
、

予
防
接
標
法
の
改
正
を

行
な
う
と
と
に
予
定
し
て
い
ま
す

乙
の
法
改
正
の
行
な
わ
れ
る

ま
で
昭
和
三
十
五
年
度
定
期
小
児

マ
ヒ
予
防
接
種
を
つ
ぎ
の
要
領
で

実
施
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
も

②
右
期
間
以
列
の
出
生
児
で
昭

和
三
十
五
年
七
月
に
第
二
回
目

す

。
。
。

o 

o 

o 

の
接
種
を
終
了
し
た
も
の
。

)

ム
料
金

①
市
県
民
税
額
が
均
等
割
(
五

百
川
)
以
上
を
納
め
る
即
時
は

一

回
に
つ
き
四
百
四
円

⑦
市
県
民
税
額
が
匂
等
割
(
五

百
円
)
を
納
め
る
い
也
市
は
一
回
に

つ
き
百
一
円

①
住
活
保
説
法
に
よ
る
被
保
護

山
市
と
町
民
民
税
の
非
税
税
川
市

ま
ほ
料

小
昭
和
三
十
五
年
七
月
に
第
二

例
U
を
絡

f
し
た
も
の
で
、
定
期

該
当
者

(
昨
年
七
月

一
日
か
ら
本

年
六
月
三
十
日
ま
で
の
出
生
児
)

以
外
の
川
崎
は
一
回
に
つ
き
凶
百

四
円

一Z
H
昭
和
三
十
五
年
一
月
二
日

以
降
市
外
か
ら
の
転
入
者
は
前
住

地
の
市
町
村
の
謀
税
証
明
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

ム
実
施
間
隔

第
一
回
と
第
二
回
の
間
隔
は
二

1
六
週
刷

ム
申
込
期
日
、
場
所

け

AHψ

‘.. ，A
H
"
し

十
二
月
二
十
八
日
ま
で
、
保
険

衛
生
課
ま
た
は
出
張
所
ヘ
。

(保
険
衛
史
観
)

農

業
改
夏
資
金
を
貸
付

県
で
は
農
業
改
良
資
金
の
借

入
申
訪
を
十
二
月
末
日

(県
ヘ

到
着
)
ま
で
受
け
つ
け
ま
す
の

で、

つ
ぎ
の
種
矧
の
資
金
を
借

入
れ
た
い
か
た
は
、
円
以
協
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〔
施
設
賃
金
二
柴
山
側
貯
水
附、

果
樹
そ
さ
い
給
水
施
設
、
製
茶

施
設
、
農
産
加
工
施
設
、
し
尿

貯
溜
間

〔
技
術
資
金
〕
水
旧
深
刻
促

進
、
県
出
優
良
国
苗

借
入
れ
は
倒
人
で
も
川
体
で

も
憎
い
ま
せ
ん
。
く
わ
し
い
こ

と
は
民
業
協
同
組
合
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

海

上

保

安

学

校

の

生

徒

募

集

学
校
行
泊
料
生
徒
黍
姦
し
て

い
ま
す
。

ム
受
験
抗
日
伯
中
学
校
悲
業
以

上
前
十
七
才
以
上
十
九
才
氷
制

の
男
子

ム
受
付
則
山
十
二
月

一
日
か

ら
二
十
日
ま
で

ム
試
験
日
一
月
二
十
二
日
、

二
十
三
日

く
わ
し
い
乙
と
は
川
司
山
間

海
川
町
通
り
第
七
官
民
向
上
保
安

本
部
ま
た
は
大
村
航
窓
越
地
ヘ

問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

(
大
村
恥
空
基
地
)

17 

時
日
養
豚
大
会

第
一
回
大
村
市
養
豚
大
会
を

つ
ぎ
の
と
お
り
開
川
惜
し
ま
す
。

一
般
の
か
た
の
参
観
を
倣
辿
し

ま
す
。

ム
は
月
げ
臼

(
九
時
l
五
時
)

市
営
と
場
日
外
鋭
審
査
、
屑
体

審
査

ム
げ
一
月
間
日
(
九
時
t
五
時
)

園
芸
高
校
日
体
験
発
表
、
肉
体

海
上
保
安
庁
で
は
海
上
保
安

4
し

叶

叫

い

LPa--，
咋

H
O
a-
-冒
作
仲
吋

a・
・
・
今
ゆ
サ

a
.，
作
わ
わ
孟

市
民
の
声
を
聞

い
て
積
極
的
に

ζ
れ
ら
の
施
策
を
実
施
す
る
に

当
っ
て
は
、
い
ま
ま
で
行
な
っ
て

【
鶏
虞
は
大
村
市
長
】

に
闘
す
る
前
習
会
、
映
写
会
、

行
父
〈
円

γfi吋

2
9
也九

一コ

仁
、コ
、
U
も
い
人
一

hZ師
、
川せ

え
才

L
lU
F占
γ
「

~t

E

，M
J化
、
出
じ
て
申
込
む
よ
う
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
く
わ
し
い
乙

と
は
山
民
林
説
へ
お
た
ず
ね
く

だ

さ

い

。

(

民

林
訟
)

と
の
た
ひ
，
川
市
民
皆
さ
ん
の
こ

理
解
あ
る
と
支
怯
に
よ
り
三
た
び

市
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

m一
心
か
ら
感
激
に
た
え
ま
せ
ん
。
と

日

惜
一
同
時
に
過
去
八
カ
年
の
閥
、
市
勢

M
Z発
展
の
た
め
に
み
な
さ
ん
が
ど
協

月
掛

口
町一

年

明

p
h
A
V

η

，ι
 

'
A
U
同
月

和
制

昭
耐本

干昭

申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
で
き
る
よ
う
に
レ
た
い
と
存

じ

ま

工

場

が

議

功

比

し

て

一院
附
の
閣
大
を
と
が
先
決
で
あ
り
ま
す
が
、
金
融
き
た
乙
と
を
、
た
だ
、
引
き
つ
づ

て
市
民
生
活
の
向
上

す

。

そ

し

て

、

家

賃

の

安

い
住

宅

計

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
の
円
滑
化
に
よ
っ
て
中
小
企
業
の

い
て
や
る
、
と
い
う
乙
と
で
な
く

二
、
近
代
的
大
村
市
の
建
設
を
建
て
て
安
心
し
て
住
ん
で
い
た

つ

ぎ

に
近
代
的
都
市
，
つ
く
り
の

'

振
興
を
は
か
り
ま
す
。
い
ま
ま
で
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

大
村
市
の
基
礎
づ
く
り
が
着
々

三
、
教
養

花

施
設
の
拡
充

だ

き

た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
計
画
が
で
き
て
い
ま
す
の
で
、
道

0

0

0

漁
業
で
は
増
の
振
興
、

漁
港
れ
た
数
多
く
の
批
判
、
意
見
、要
望

進
ん
で
い
た
矢
先
、
昭
和
三
十
二

回
、
農
商
漁
業
の
経
営
の
合
理
化

ま
た
、
工
場
等
の
誘
致
に
よ
り
、
路
、

住
宅
、
工
場
等
の
地

時

を

区

の

整

備

等
に
よ
っ
て
漁
業
者
の
任

J
も
と
に
し
て
、
こ
こ
に
新
し
く

年
七
月
の
水
害
に
よ
り
、
甚
大
よ
五
、
見
光
資
源
の
活
用
雇
用
を
増
大
い
た
し
た
い
と
考
え
画
し
て
立
派
な
市
街
を
つ
く
り

あ

教

育
文
化
の
施
設
に
つ
い
て
は
活
を
高
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て

J

l

打
撃
を
受
け
ま
し
た
が
、
乙
の
炉

h
五
つ
の
項
目
を
襲

の

基

て

お
り
ま
す
o

げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学
校
施
設
の
充
実
、

整
備
と
函
書

い
ま

す

。

心

主

転

し
て
、
市
の
発
展
、富

力
い
た
だ
い
た
乙
と
に
対
し
厚
く

旧

も

本

年

度

で

完

了

す

る

乙

と

に

錦

、

体

育
館
等
の
建
設
と
巾
央
公

0

0

0

の
み
な
さ
ん
の
幸
せ
の
た
め
に
努

ぉ

斜

計

百

と

し

て

の

信

江

主

指

針

心

気

一

転

し

て

市

政

に

当

る

問

諮

問

μ陪
観

光

面

で

は

、
裂

の

制
光

資

日

れ

れ

昨

日

一

貴
重
な
体
験
を
生
か
し
て
、
明
る
と
半
捧
い
た
だ
い
て
、
で
き
る
範

ー

な
公
民
館
出
動
が
行
な
わ
れ
る
よ
源
の
活
用
と
開
犯
に
よ
っ
て
誘
域
分
こ
み
な
さ
ん
が
た
の
声
を
施
策

1

近
代
的
大
村

市

の

建

設

に

精

魂

圏

内

で

、

市

民

生

活

の

向

上

と

大

う

に

い

た

し

ま

す

。

人

口
を
増
や
ゆ
、

大
村
市
明
の
収
』

を
打
ち
込
む
語
で
ご
ざ
い
ま

村
市
発
展
の
震
づ
く
り
に
努
力

記

入

的

析

雨

戸

川

に

精

魂

打

込

む

益
毒
し
た
し
と
考

え

て

し

ま

す

品

川

口

十

時

計

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
い
よ
い

.

0

0

0

乙
れ
ら
は
す
べ
て
財
政
の
裂
す

ヵ

イ

政
と
し
て
行
な
わ
れ
る
よ
う、

広

よ
、
財

政

再

建

も

昭

和

三

十

七

手

け

が

必

要

で

あ
り
ま
す
の
で
、
市

度
に
は
終
る
見
通
し
も
あ
り
、
京

本
方
針
と
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
た
、
い
ま
ま
で
築
い
た
都
市
造

ま
は
た
水
震
が
必
製
で
す
か
ら
警
漁
業
の
経
営
の
合
売
に
の
自
主
的
財
源
に
、

さ
ら
に
国
ゃ
く
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
積

格
的
な
都
市
づ
く
り
に
遁
進
で
き
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

り

の

基
雌
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

壬
訪
の
多
目
的
ダ
ム
の
ほ
か
凶
ヵ

つ
い
て
、
農
業
は
出
業
説
本
法
に
県
の
財
源
を
加
-
て
実
施
し
て
ゴ
バ
倒
的
に
純
知
を
進
め
て
い
き
た
い

日

刊

る

い

希

望
を
も
っ

て

o

o

o

u

日

刊

誌

日

目

指

却

幌

市

γ幻
自

民

揺

れ

引

い

[

吐

き

た
い
と
考
え
り

い
ま
す

04uu投
下
村
山

ま

ず

第

一

に

市

民

の

生

活

が

向

石

{
乙
才
tv
よ

，

fu、
治
水
の

プ
フ
て
当
市
に
適
し
た
万
法
に
よ

っ

て

た

だ

き

た

い
と
存
じ
ま
す
。

0

0

0

上
す
る
た
め
に
は
、
県
下
で
二
番
し
て
い
ま
す
。

果
を
も
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す。

実

施

し

、

と

く

に

か

ん

き

つ

の

増

な

に

と

ぞ

、
よ
り

一
一
閣
の
ど
協
力

わ
た
く
し
が
、
任
期
中
に
ぜ
ひ

自
に
多
い
低
附
得
者
層
の
自
立
更
さ
ら
に
給
与
所
得
者

ω地
域
差
工
場
の
誘
致
な
ど
に
は
既
設
の
殖
、
畜
産

ω振
興

を

は

か

り

盟

業

ご

ベ

ん
た
つ
を
お
願
い
申
し
上
げ

行
な
い
た
い
乙
と
は
、
選
挙
運
動
生
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
を
な
く
す
よ
う
に
労
力
い
た
し
た

分

の

拡

充

を

則

す

る

と

と

も

に

軽

の

発

達

を

期

し

た

い

考

え

で

す

。

ま

ず

。

の
期
間
中
に
す
で
に
み
な
さ
ま
に
市
民
が
明
る
い
楽
し
い
く
ら
し
が
い
と
存
じ
ま
す
。
工
業
、
と
く
に
農
、
水
産
物
の
加
商
業
で
は
購
貿
力
を
高
め
る
こ

県
下
の
少
年
剣
道
大
会

大
村
山
辿
ムU
防
犯
組
合
で
は
県

下一
一一
山

(
長
川町
、
佐
川
保
、
大

村
)
少
年
剣
道
大
会
を
つ
ぎ
の

と
お
り
閃
似
し
ま
す
。

〈
心

H
時
十
二
月
十
八
日
(
日

曜
)
午
前
九
時

ム
場
所
大
村
小
学
校
諸
民

ム
選

手

小
学
三
年
以
よ
五
十

名ム
刀
法
各
市
リ
ー
グ
戦
を
行

な
い
、
特
選
一
品
合
も
行
な
い
ま

す。ふ
る
っ
て
ζ
声
阪
を
お
闘
い
し

ま
す
。(大

村
町
連
合
防
犯
組
台
)

流
質
物
を
公
売

公
話
偵
屋
の
流
質
物
を
つ
ぎ

の
と
お
り
公
売
し
ま
す
。

ム
H
時

十

二
月
二
十
二
日

(木
曜
)
午
前
十
一
時

ム
場
所
中
央
公
民
館

ム
公
莞
品
衣
類
、
時
計
な
ど

四
百
六
寸
点

ム
公
売
万
法
公
入
札
、
即
時

ム
A
A
J
 

な
お
、
当
H
は
公
抗
加
問
屋
は
休

業
し
ま
す
。

生

活

保

護

を

受

け

て

レ

る

か

た

片、

明
年
一
月
分
の
生
活
保
仰帥院

を
き
た
る
二
十
六
日
繰
上
げ
支

給
し
ま
す
の
で
、
従
味
ど
お
り

福
組
事
務
所
ま
た
は
出
張
所
で

受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
二
月
分
以
降
は
繰
上

げ
支
給
を
し
ま
せ
ん
の
で
と
了

知
く
だ
さ
い
。

(
福
松
事
務
所
)



(三j

年
末
に
多
い
交
通
事
故

金
国
会
民
舘
大
会
て

国
崎
喜
久
郎
氏
を
表
彰

去
る
十
一
月
十
日
か
ら
十
二
日

一
ま
で
、
愛
媛
県
松
山
市
で
開
催
さ

一
れ
た
第
九
回
全
国
公
民
館
大
会
で

一
本
市
申
央
公
民
舘
長
代
理
田
崎
喜

一久
郎
氏
は
、
公
民
舘
優
良
職
員
と

一
し
て
、
本
県
よ
り
一
名
、
表
彰
を

尚
道
を
横
断
す
る
と
き
は
、
二

一受
け
ま
し
た
。
目
的
氏
は
悶
和
二

且
止
ま
っ
て
右
左
を
見
て
車
こ

一
'v
一
十
六
年
、
社
会
教
育
主
事
と
し
て

注
意
す

る

こ

と

。

一

一赴
任
し
て
以
来
九
カ
年
、
本
市
社

同
近
く
に
横
断
歩
道
が
あ
る
斤
一一

会
教
育
振
興
の
た
め
、
日
夜
努
力

で
は
必
ず
横
断
歩
道
を
通
る
乙一

一を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
と
く

と
。

一一に、

部
落
公
民
舘
の
育
成
に
は
力

的
止
ま
っ
て
い
る
自
動
車
の
す
一

在

一を
そ
そ
ぎ
、
当
時
五
、
六
舘
に
す

ぐ
前
や
、
す
ぐ
後
を
十
切
ら
な一

f

一ぎ
な
か
っ
た
も
の
を
、
現
在
六
十

い
と
と
。

一
こ
一
敬
舘
に
ま
で
ふ
や
し
、
ま
た
、
青

山
川
自
転
車
に
乗
っ

て
右
、
左

t
一一少

年
育
成
の
た
め
の
読
書
グ
ル
l
一

曲
ろ
う
と
す
る
と
き
は
必
ず
手
一

一

一プ
の
指
導
等
に
顕
著
な
成
果
を
あ
一

の
合
図
を

す

る

乙

と

。

一

一

一げ
て
い
ま
す
。

)

帥
飲
酒
し
て
運
転
を
し
な
い
乙

一

』

と

。

一

ω制
限
さ
れ
た
ス
ピ
ー
ド
以
上

一

に

走

ら

な

い

乙

と

。

一

ω徐
行
を
す
る
場
所
で
は
必
ず一

徐
行
し
注
意
す
る
乙
と。

例
過
労
運
転
を
し
た
り
、
さ
せ

た
り
し
な
い
と
と
。

(大
村
野
察
署
)

道
路
の
横
断
に
は
と
く
に
注
意

師
走
に
入
っ
て
、一

番
気
に
な

一夜
の
錨
を
聞
く
ま
で
、
向
か
気
ば
第
三
点
に
は
、
追
い
乙
ま
れ
た

る
乙
と
は
、
交
通
事
故
が
多
発
す
一
か
り
せ
わ
し
く
て
落
ち
つ
か
な
い

一魚
の
よ
う
に
、
無
中
に
な
っ
て
走

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

一も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
っ
て
い
る
運
転
者
の
落
着
か
な
い

一
年
中
で
交
通
事
故
が
最
も
多

一

そ
う
し
た
関
係
か
ら
、
何
か
真一
態
度
で
あ
り
ま
す
。
乙
う
し
た
年

い
月
は
十
二
月
で
あ
り
、
春
秋
の

一剣
に
考
え
込
ん
だ
り
、
心
配
事
が

一末
に
お
げ
る
特
種
な
交
通
事
情
か

行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
ま
す
。
つ

一あ
る
場
合
は
、
自
分
の
身
辺
に
物

一ら
、
交
通
事
故
が
起
り
易
い
の

い
で
、

真
夏
の
八
月
と
い
う
乙
と

一事
が
あ
っ
て
も
、
す
ぐ
気
付
か
な
一
で
、
車
を
運
転
さ
れ
る
人
も
、
歩

を
酔
計
は
お
し
え
て
お
り
ま
す
。

一い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
一
行
者
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し、

先

ま
ず
年
末
の
交
通
事
故
に
つ
い
て

一は
、
そ
ん
な
精
神
状
態
の
場
合
に

一を
争
っ
て
、
無
理
な
追
越
し
を
し

考
え
て
み
ま
す
と
、
第
一に、

年
一起
き
や
す
い
の
で
す
。
一
た
り
、
あ
わ
て
て
い
き
な
り
道
路

末
と
も
な
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
の

一

つ
ぎ
は
、

正
月
用
品
な
ど
貨
物
一
に
走
り
出
し
た
り
な
ど
し
な
い
で

長
い
慣
習
か
ら
、
経
済
よ
、
あ
る

一の
動
き
が
激
し
い
の
で
自
動
車
の

一お
互
い
に
譲
り
合
い
、
正
し
い
交

い
は
精
神
面
に
お
い
て
も
、
一
年

一往
来
も
は
げ
し
く
な
り
、
人
の
動

一通
を
し
て
、

一
人
で
も
不
幸
な
人

中
の
総
決
算
期
で
あ
り
ま
し
て
、
一き
も
繁
く
な
る
か
ら
で
あ
り
ま

一を
出
さ
な
い
で
、
楽
し
い
正
月
を

そ
の
精
算
の
た
め
忙
が
し
く
、
除

一す

。

迎

え

ら

れ

る

よ

う

注
意
し
た
い
も

，
a11axHaz

の
で
す
。
な
お
、
つ
ぎ
の
乙
と
を

特
に
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

付
小
さ
い
子
ど
も
さ
ん
を
連
れ

て
お
ら
れ
る
と
き
は
必
ず
手
を

と
っ
て
は
な
さ
な
い
と
と
。

ω道
路
に
子
ど
も
さ
ん
を
遊
ば

せ
な
い
と
と
。

(才267号)りよアご市政大村
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みんなで明るいお正月を

昭和何年12月10日
(昭和33年4月ZZEJ第三種郎便物認可)

①
飼
養
す
る
場
合
は
飼
養
許
可
一林
課
林
務
係
ま
た
は
林
業
技
術
員

一昇
さ
ん

(大
村
市
出
身
)
は
故
母

を
受
け
て
か
ら
飼
養
し
て
く
だ
さ
一
(森
林
組
合
内
に
駐
在
)
に
間
合
一
主
力
ネ
さ
ん
の
忌
刷
に
一
万
円
を

い。

飼
養
許
可
申
請
の
場
合
は

二
せ
て
く
だ
さ
い
。

(農
林
諜
)
一
社
会
福
祉
事
業
に
寄
付
さ
れ
ま
し

一
羽
百
五
十
円
の
手
数
料
が
入
用
で

一

一た。

(福
祉
事
指
所
)

一

一

社
会
福
祉
事
業
に
寝
付

一

一す
。

一

一

一
①
ヒ
ヨ
ド
リ
、

ツ
グ
ミ
、
シ
ロ
一

市
内
水
田
町
七
六
O
番
地
田
中

一
精
神
薄
弱
者
を
調
査

反
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
一ハ
ラ
な
ど
の
小
鳥
類
は
、
狩
猟
免
一哲
郎
さ
ん
は
実
父
故
亀
一

さ
ん
の
一
精
神
樽
弱
者
の
更
生
や
保
穫
を

さ
い。

一状
を
受
け
て
い
る
人
で
も
壊
す
一
忌
明
に
一
万
円
を
社
会
福
祉
事
業
一
行
な
い
、
福
祉
の
還
を
は
か
る

①
メ
ジ
ロ
な
ど
を
飼
養
の
目
的
一

る
乙
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
ま
一

f
一
目
的
で
、
本
年
三
月
三
十
一
日
に

で
、
捕
り
た
い
人
は
捕
縄
許
可
申
一
た
鳥
類
を

「わ
な
」
で
と
る
こ
と
一に
と
十

二
月
五
日
市
福
祉
事
務
庁
一
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
が
制
定
さ
れ

蓄
を
提
出
し
、
許
可
を
受
け
て

一も、

禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で

一に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

一

ま

し

た

が

、
市
で
は
各
民
生
重

か
ら
、
許
可
証
に
記
載
さ
れ
て
い
一絶
対
、
わ
な
、
を
か
け
な
い
よ
う
一

(福
祉
事
務
所
)
一
に
お
願
い
し
て
、
精
神
話
児
の

る
条
項
の
範
凶
で
捕
獲
し
て
く
だ
一

注
意
し
て

く

だ

さ

い

。

一

一

凋
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

さ
い
。

一

語

、
捕
語
養
等
の
申
請
に
一

忌

明

に

寄

付

一
該
当
者
が
あ
る
家
庭
で
は
地
区
の

つ
い
て
、
く
わ
し
い
乙
と
は
市
農
一
東
京
都
練
馬
区
下
石
神
井
吉
川
一
民
生
委
員
ま
た
は
福
祉
事
務
的
に

十

p'・
5ZEE-p
i
z
z
i
-
-EZEa
t--E・
E・
-1-T-E・
E・-J

一
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
と
く
に
こ

…

被

保

険

者

証

の

無

効

公

告

…

一
の
よ
う
な
調
査
は
、
親
族
の
聞
で

「
Ez--=El

i--5
1

EE----51za--Esiz---ZM

一社
会
に
対
す
る
体
面
上
、
事
実
を

一
か
く
し
が
ち
で
す
が
、

適
切
な
保

3
.
1
・U
転
出
一

3

1

一
謹
や
援
護
を
受
け
る
乙
と
が
で
き

1
住
所
不
月
一f

一
ま
す
の
で
、

ど
協
力
を
お
願
い
し

4

・1
0

-

ま
す
。

(補
祉
事
務
所
)

市
内
諏
訪
池
田
方
面
一
般

質
問
者
代
表
に
お
答
え

「
ご
み
箱
問
答
(
日
月

1
日
号
)

に
つ
い
て
」

ご
み
収
集
の

苦
情
に
つ
い
て

市
政
だ
よ
り
に

掲
載
さ
れ
た
当

局
の
回
答
が
誠

意
が
足
り
な
い

と
の
投
書
を
重

ね
て
い
た
だ
き
恐
縮
に
思
い
ま

す。
収
集
に
際
し
て
ご
み
箱
の
取

扱
い
を
乱
暴
に
し
な
い
よ
う
に

か
ね
て
取
扱
人
に
指
示
さ
れ
て

お
り
な
が
ら
、
な
お
、
徹
底
し

な
い
点
が
あ
る
と
と
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
さ
ら
に
徹
底
す
る

よ
う
監
督
者
に
強
く
指
示
い
た

し
ま
し
た
。

収
集
し
た
後
、

箱
は
元
の
位

置
に
葦
も
し
て
置
き
、
そ
乙
ら

に
ご
み
が
散
乱
し
な
い
よ
う
に

注
意
す
る
乙
と
に
い
た
さ
せ
ま

す
。
な
お
、
行
届
か
ぬ
点
が
あ

れ
ば
ど
う
ぞ
申
出
て
く
だ
さ

い
。
前
の
お
答
え
じ
か
え
て
今

後
の
方
針
を
申
上
げ
て
お
き
ま

す。

(
助
役
)

の

捕

獲

と

有

益

烏

自司

養

は

許

を

例
年
冬
期
に
な
る
と
、
子
ど
も
一
乙
れ
は
狩
猟
法
に
よ
っ
て、

種
々

た
ち
の
間
に
メ
ジ
ロ
な
と
有
益
鳥

一
規
制
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
つ

の
捕
獲
飼
養
が
流
行
し
ま
す
が
、
一
ぎ
の
事
柄
に
よ
く
留
意
し
て
、
違

恥

一
九
四
八
年

(
昭
和
二
十
三
到
来
が
、
一
般
の
人
々
の
最
高

が
今
日
の
社
会
的
風
習
と
な
つ
っ
て
お
り
、
そ
の
聞
に
お
互
に

「
年
)
十
二
月
十
日
世
界
人
権
宜
の
願
望
と
し
て
宣
言
さ
れ
た
の
で
お
る
よ
う
で
す

。

尊

重

し
合
っ
て
侵
す
と
と
が
な

-
雷
が
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
て
で
」
と
あ
り
ま
す
。

し
か
し
わ
れ
わ
れ
人
聞
は

一
い
と
い
う
人
権
に
対
す
る
制
約

↑
既
に
十
二
年
目
を
迎
え
ま
し

た

新

憲
法
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
人
一
人
が
孤
立
し
て
生
き
て
い

が
、
お
の
づ
か
ら
必
要
に
な
っ

吋

人
権
宣
言
第
一
条
に

「す
ベ

は
個
人
の
尊
重
、
平
等
の
人
権
る
の
で
は
な
く
、

常
に
社
会
と
て
来
る
の
で
権
利
の
乱
用
を
し

~
て
人
聞
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
思
想
が
次
第
に
国
民
の
聞
に
普

い
う
横
に
つ
な
が
り
の
あ
る
共
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

明
自
由
で
あ
り
、
か
つ
尊
厳
と
権

内
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
o

-

為

」

一
人
聞
は
理
性
と
良
心
を
授
け
ら
一

、寸お

互

い

に

人

権

を

尊

重

し

一

一
れ
て
お
り
、
互
に
同
胞
の
精
神

↑

暴

力

を

な

く

し

ま

し

ょ

う

一

~
を
も
っ
て
、
行
動
し
な
げ
れ
ば

-

E

Z

叩

民
な
ら
な
い
。
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守

ま
た
そ
の
前
文
の
一
節
に
は
及
し
て
個
人
の
人
権
に
対
す
る
同
生
活
の
中
に
生
き
て
い
る
の
自
由
の
身
勝
手
な
解
釈
や
、

日

「
人
権
の
無
視
及
び
軽
侮
が
人
自
覚
を
持
つ
者
が
多
く
な
っ
て

で
あ
り
ま
す
。
そ
乙
で
人
権
は
人
権
の
乱
用
、
特
に
団
結
の
名

↓
類
の
良
心
を
踏
み
に
じ
っ
た
野
来
ま
し
た
が
そ
の
半
面
、
自
分
個
人
が
人
間
と
し
て
幸
福
に
生

に

よ
る
集
団
暴
力
の
強
行
に
よ

m

蛮
行
為
を
も
た
ら
し
、
言
論
及
だ
け
の
自
由
や
格
利
を
強
く
主
き
る
国
有
の
権
利
で
あ
っ
て
も
っ
て
組
織
を
持
た
ぬ
温
良
な
市

「
び
信
仰
の
自
由
が
受
け
ら
れ
、
張
し
、
他
人
の
自
由
や
権
利
を
共
同
社
会
に
お
い
て
は
、
他
人
民
の
人
権
は
侵
害
さ
れ
鞍
損
さ

-
恐
怖
及
び
欠
乏
の
な
い
世
界
の
尊
重
し
な
い
利
己
的
な
老
え
万
も
ま
た
同
じ
よ
う
に
人
権
を
も
れ
て
泣
き
寝
入
り
に
な
っ
て
い

る
事
実
も
見
受
り
ら
れ
る
。

か
か
る
非
人
道
行
為
を
許
し

"

て
お
く
乙
と
は
、
や
が
て
冒
主

司

主
義
の
崩
駿
を
も
た
ら
す
重
大

」

な
不
詳
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す

市

わ
れ
わ
れ
の
人
権
を
正
し
く
強
一

く
守
っ
て
行
く
た
め
に
は
人
権

-

宣
言
の
精
神
を
よ
く
理
解
し
、
一

国
民
の
力
で
暴
力
行
為
を
排
し

-

相
手
方
の
人
格
を
曽
重
し
話
し
一

合
い
で
物
事
を
解
決
す
る
思
想

-

を
徹
底
さ
せ
る
乙
と
が
必
要
と
↓

考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

民

思
い
上
っ
た
と
乙
ろ
に
暴
力
↓

が
発
庄
す
る
。

時

ム
ユ
度
人
間
の
尊
さ
を
わ
れ
.

わ
れ
は
反
省
し
理
組
の
社
会
を

築
っ
と
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
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